
▼
願
書
締
切
日
　
４
月
28
日（
木
）

▼
試
験
の
種
類
　
全
種
類

▼
試
験
日
　
６
月
19
日（
日
）

※
　
試
験
に
伴
う
準
備
講
習
会
を

６
月
４
日（
土
）に
予
定
し
て
い

ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
粕
屋
南
部
消
防
本
部
予
防
課
危

険
物
係
　

９
３
５
・
６
３
８
９（
直
通
）

　
危
険
物
取
扱
者
は
、一
定
量
以
上

の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、又
は
取
扱
う

工
場
、ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、石
油

貯
蔵
タ
ン
ク
、タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
な

ど
の
施
設
で
危
険
物
を
取
扱
う
た

め
に
必
要
な
資
格
で
す
。免
状
取
得

に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
!!

▼
願
書
等
配
置
　
４
月
４
日
頃

▼
願
書
受
付
開
始
　
４
月
11
日（
月
）

安全安心まちづくり粕屋地区
セ フ テ ィ タ ウ ン 須 恵

～いまこそ団結！地域で守る安全な暮らし～

１　犯罪を防ぐには、まず、住民相互の連帯感を強めることです。
犯罪者は「どこかで誰かが見ている」という視線を最も恐れて
います。

２　地域の安全を守るためには、地域住民の方々の警察への協力
が不可欠です。防犯ボランティアとは、地域住民の方々やボラ
ンティア団体が自主的に防犯活動を行うものです。平成16年
末現在で、全国で約８０００団体、約52万人もの人たちが、
積極的に防犯活動に取り組んでいます。

　～自主防犯活動を成功させるポイントは「無理せず・できるこ
とから」です～

３　防犯パトロールのポイント
　�　パトロールは、複数でチームを作り、目立つ格好で行う。
　�　犯罪多発地帯だけでなく、普段から不安に感じる場所のパ
　　トロールも行う。
　�　パトロール中、不審者を見かけたら速やかに１１０番通報
　　を行う。
　�　パトロール中にあいさつ運動を行う。

　～大切な車を狙った犯罪（車上狙い・部品狙い）が、犯罪全体
の約３０％を占めています～
　車の中に貴重品を置かないようにしましょう。短時間でも、必
ずドアロックをしましょう
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（＊車上狙い・部品狙いは、窃盗犯の内数です）

不審者（車）を見たらすぐに１１０番・街の目が地域の子どもを守
るカギ

●問合せ先　粕屋警察署・粕屋地区防犯協会　
　 ９３９－０１１０（内線２６１・２６２）

申込み・問合せ先
須恵町
社会福祉協議会
 933-2160

須恵町須恵町
ボランティアセンター1階　（定員30人　自己負担　1回300円）

毎週 水・金 曜日の朝（10:00～12:00）は 65歳以上

「
平
成
17
年
全
国
山
火
事
予
防
運
動
統
一
標
語
」

平
成
17
年
度
第
１
回

　
　
　
　『
危
険
物
取
扱
者
試
験
』
の
お
知
ら
せ

『
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

源
、
さ
ら
に
は
人
命
や
財
産
を
火

災
か
ら
守
る
た
め
、
林
野
で
の
火

気
の
取
り
扱
い
に
は
く
れ
ぐ
れ
も

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
17
年
度
第
１
回
防
火
管
理

者
資
格
取
得
講
習
会
を
次
の
日
程

で
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
５
月
20
日
（
金
）・
21

　
日
（
土
）
の
２
日
間
　
　
　
　

　
９
時
か
ら
17
時
ま
で

▼
場
所
　
中
部
消
防
署
　（
粕
屋

　
町
上
大
隈
55
‐
１
）

▼
定
員
　
80
人

▼
受
講
料
　
５
０
０
０
円
（
テ
キ

　
ス
ト
代
込
み
）

▼
受
付
期
間
　
４
月
25
日
（
月
）

　
か
ら
５
月
13
日
（
金
）
ま
で

　
※
土
日
、
祝
日
を
除
く
、
８
時

　
30
分
か
ら
17
時
ま
で

▼
申
込
み
方
法
　
講
習
申
込
書
に

　
必
要
事
項
を
記
載
し
、
受
講
料

　
お
よ
び
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
プ
リ

　
ン
ト
不
可
）
２
枚
を
添
え
て
、

　
粕
屋
南
部
消
防
本
部
予
防
課
に

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
込
用

　
紙
は
消
防
本
部
（
志
免
町
）
お

　
よ
び
中
部
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　
消
防
本
部
予
防
課
指
導
係

　

９
３
５
・
６
３
８
９
（
直
通
）

窃盗

平成１７年１月中犯罪発生状況

その他
刑法犯

車上狙い
部品狙い
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林
野
火
災
は
、
例
年
春
先
を
中

心
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
春
先
に
降
雨
量
が
少
な
く

空
気
が
乾
燥
し
、
強
風
が
吹
く
な

か
で
火
入
れ
が
行
わ
れ
た
り
、
土
・

日
曜
日
や
祝
日
に
山
菜
採
り
や
森

林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
楽

　し
む
入
山
者
が
増
加
す
る
こ
と
な

ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
平
成
15
年
中
、
全
国
で
発
生
し

た
林
野
火
災
は
１
８
１
０
件
で
、

３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
間
に
１
０

０
３
件
（
年
間
の
55
・
４
％
）
の

火
災
が
集
中
し
て
発
生
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
焼
損
面
積

は
７
２
６
ha
（
東
京
ド
ー

ム
１
５
０
個
分
の
広
さ
）、

損
害
額
は
２
億
９
０
０

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
出
火
原
因
と
し
て
は
、

「
た
き
火
」
や
「
火
入
れ
」

時
な
ど
に
お
け
る
火
気

の
取
り
扱
い
不
注
意
や
、

「
た
ば
こ
」
の
火
の
不

始
末
に
よ
る
も
の
が
多

い
の
が
特
徴
で
、
平
成

15
年
中
は
、
こ
の
３
つ

で
出
火
原
因
の
51
・
３

％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
林
野
火
災
は
、
い
っ
た
ん
発
生

す
る
と
、
消
防
水
利
の
不
足
や
道

路
状
況
が
良
く
な
い
な
ど
の
地
理

的
、
地
形
的
条
件
か
ら
消
防
活
動

が
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
空
気
の

乾
燥
や
強
風
な
ど
の
気
象
条
件
に

よ
り
、
焼
損
面
積
が
広
範
囲
に
お

よ
ぶ
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
大
切
な
緑
を
火
災
か
ら
守
る
た

め
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

�
　
付
近
に
枯
れ
草
が
あ
る
場
所

　
で
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。

�
　
キ
ャ
ン
プ
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に

　
出
か
け
た
際
に
は
、
使
用
し
た

　
火
の
後
始
末
を
す
る
。

�
　
そ
の
場
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、

　
完
全
に
消
火
す
る
。

�
　
風
が
強
い
と
き
や
空
気
の
乾

　
燥
し
て
い
る
と
き
は
、
た
き
火

　
や
草
焼
き
は
し
な
い
。

�
　
た
き
火
や
草
焼
き
を
す
る
と

　
き
は
、
消
火
用
の
水
を
近
く
に

　
用
意
す
る
。

�
　
タ
バ
コ
の
吸
殻
は
必
ず
消
し
、

　
投
げ
捨
て
な
い
。

�
　
火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
最

　
寄
り
の
消
防
署
に
届
け
出
る
。

　
林
野
火
災
の
多
く
は
、
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
注
意
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
貴
重
な
森
林
資

　地域住民の方々の身近で発生する車上ねらいや空き巣などの街頭犯罪、
子どもを対象とした悪質な事件など、身近な地域社会での犯罪が多発
しています。このような犯罪を防ぐためには、個人で行う防犯対策も
必要ですが、地域全体で防犯活動に取り組むことが効果的です。
　全国各地で、地域住民が結束し「自分たちのまちは自分たちで守る」
という気運が高まっています。

『
山
火
事
を
な
く
そ
う
！
』

〜
小
さ
な
火
　
山
に
捨
て
る
と
　
大
き
な
火
〜
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